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マッシュルームのバイラス病

三野 紀 雄

最近∴道内においても・ ナメコ・ エノキタナ・ カン

タケなど食用菌の腐朽矧鰐親培が盈′んになってきたっ

現在とられている栽培方法は・ 粗放的であるために・

建菌汚染によって成功率が′トさい。招来・ より遊歩 し

た栽培形態がとられたとしてもーなお▼群生病のよう

な習題が生じてくる可敵性もみると思われる〇

虜有容器栽培と類似な栽培形態をとっている・ てッ

シェルームには，抑菌による“細菌性賂．亡三病”，糸状菌

による ＝ミフゴソ病＝・‘1ベルチ＿シウム病”・‖フロヅタ

癖’’， バイラスによる病害・ さらに線虫による病害な

どがある。そして，，前世紀末以来、これらたっいての

植物病理学的な研究が多 くなされた0 マッシュルーム

でなされたこれ らの研究ほt ナメコなど鋸屑容器栽培

においても，、参考になる点があるのではないかと考え

られる。そこで今回は・ 最近なされたマッシュルーム

のバイラス病に関する以下の文献の内容をとりま－とめ

て簡単に紹介すろ。

G a n d y ，D ．C ，；A tr a n sm iss ib le disease of

C 叫tivated m ushr00 nS（“W atery Stipe”）・

A n n ． a p p l ． B io l ． 4 8（2 ），4 2 7 － 4 う0（ 19 6 0 ）

H ollin g s，M ．；V iru ses associated witb a

二d i e － b a c k d i s e a s e o f c u l t i v a t e d m u s h r o o m ・

N a t m e 1 9 6（ 4 8 う8）， 9 6 2 － 9 6 う（ 1 9 6 2 ）

H olliJlgS ，M ，；Som e a spects of virus dis－

e a s e in mushrooms．

M u sh room ScierlCeⅥ，2うぅ－262（196う）

S c b is le r ， L ．C ‥ J ．W ．S in d e rl，．a n d E．かⅠ．

S ig e l ；T r a n s m is sio n ofavirus diseaseof

m u s b ro o m s byinfected spores．

P b ytopath o lo占y うぅ，銘8（1％3）

S ch is ler，L ．C ‥ J．W ．S in den ，an d E．M．Si酢l

；E t i o l o g y ， S y m p t o m a t o l o g y ， a n d ～

E p id e m io lo g y o f a v ir u s d ise a s e o f

c u ltiv a te d mushroo†llS．

P h y topa亡h olog y う7，5 19T うお（ 1967）

マッシュルーム（A g aricas bisporus）の菌糸がニヒ

育不良になる伝染性の柄‘苫 （tran snlissib王e digene－

r aitve disease）は，1950和こSinden，L．C．により“ラ

・ フランス・デ ィジ ィー ズ（L a France disease）’’と

して初めて記堀された。その後， “ウオフリー・ スタ

イブ（11ratery Stipe）”，“ブラウソ・ディジィーズ

（ b ro w n disease）”、“ズーエディノィーズ（Ⅹ－disea－

S e）”，“ダイーーバック（die－bac k）”などと呼ばれた。

この病害は，アメリカそれに ヨーロッパのてッシ1 ル

ーム産業に大きな被害を与えた。柄放は環境条件など

により変異する。たとえば，乾燥条件下では通常小さ

く褐色で草のように堅い子実作を形成する。それに反

し過湿の条件下ではキノコの菌柄は水分を多く含み湿

潤している。 しかし，共通する病放としてほ菌糸の生

育が不良（deg eneration）なことである。 病 因 と し

て，環境条件あるいほ柄原体が考えられたが・ 後にバ

イラスにより起ろことが確かめられた。このマ ッシュ

ルームのバイデス病は，実験的に証明された最初の糸

状菌のバイラス病として，植物病理学上多くの関JL を

集めた。

以下にこの病害の病徴，病因，伝染の様式．防除に

ついて述べる。

1 ． 病徴
：；桝 】

この病害の病徽は，感染時のマッシュルームの生育

1 段階・ マッシュルームの品種・環境条件・感染の烈 し

さの程度など，いくつかの要因により，さまざまに変

化する。これらの要因ほ、堆肥LP の菌糸の生育・発苛

の状態・発生する子実体の形質などにそれぞれからみ

合って作用し，さらに病故の現われ方に 変 化 を与え

る。
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マッシュルームのバイラス病

　罹病菌糸は通常堆肥中でよく生育する。そして覆土

（casing）前には正常な色彩をしており，また正常な

活力も菌糸密度ももっている。しかし，覆土層内の菌

糸の生育は弱々しく，後に分解されて覆土層から消失

するのが見られる。

　寒天平坂上での罹病菌糸の生育はまばらで，生育速

度も健全なものにくらべて遅い。菌そうは顆粒状をし

めし，根状菌糸束を形成せず，淡黄色から褐色の色彩

をしている。感染したキノコの胞子は，健全なものに

くらべて小さく，色彩は淡い。またその胞子は，健全な

ものにくらべですみやかに発芽し，発芽率も高い。

　病害の烈しさの程度には感染を受けた時期が大きな

影響を与える。菌床の接種（spawing）時，あるいは

その直後に感染を受けた場合にはほとんどキノコがで

きない。それに対して，覆土の際に感染を受けると，

第1回目のキノコの発生（flush）の際に子実体に病

徴が現われる。第1回目のキノコの発生の際に感染を

受けると，第3回あるいは第4回の発生までは子実体

に病徴が現われない。

　感染を受けた場所の周囲こは、特徴的なキノコの発

生しない区域ができ，またその周囲には奇形の子実体

が発生する。そしてさらにその外側には，外見上正常

な子実体が発生する。そしてこのキノコの発生しない

区域は次第に拡大してゆく。

　発生する罹病子実体の病徴には以下四つのものが含

まれる。1）急速なネクローシス（子実体は急速に死

に，そしてすく小に軟腐し，数日中に完全に分解され

る），2）萎縮そして早期の成熟（偏平な菌傘，膜が開

き，そして菌柄は短かい），3）奇形（種々の奇形があ

る。短かい菌柄をもつ小さな菌傘，薄い偏平な菌傘を

もつ太い菌柄小さな菌傘をもつ長い菌柄、膜の発達

がわずかなもの、あるいはそれを全く欠くもの，本来

菌傘を分化しないもの），4）変色（罹病子実体は灰色

あるいは黄褐色をしている。また菌柄を切ると急速に

褐変する）。

2．病因

この病害は，温暖多湿の期間中，菌舎の通気が不適

当な場合しばしば発生する。また初め菌床のある限ら

れた部分に現われ，次第に菌舎全体に拡がり，ついに

は栽培園全体に蔓延する。これらのことから，病因と

して初めは環境条件と病原体の二つが考えられた。

　ところが，この病害を有している疑いのある菌床の

堆肥を健全な菌床に接種した場合，あるいはまた罹病

子実体の組織，あるいは根状菌糸束の培養歯そうを種

菌（spawn）と混合して菌床に接種した場合に病害の

発生が見られる。これらのことから，この病害が病原

体により起るとする疑いが強くなった。

　しかし，マッシュルームの分離培養した菌糸には，

細菌もまた糸状菌も認められなかった。さらにその

後，Hollings，M．（1963）は罹病子実体と培養菌糸中

に三つの型のバイラス粒子が存在することを発見し

た。また氏は，これら個々のバイラス標品を健全な培

養菌糸，また子実体に注入することにより病害の発生

することを確かめ，この病害がバイラスにより起るこ

とを証明した。

　これら三つの型のバイラス粒子は，25ｍμと29mμの

多角体粒子，それに19×50mμの稈状粒子である。

25mμと29mμの粒子はそれぞれ単独で存在するが，19

×50mμの粒子は他の1種あるいは2種の粒子と共存

している。後一者は子実体のみに見られるが，前二者

は子実体それに培養菌糸にもみられる。さらに25mμ上

の粒子は胞子中にも存在することが確かめられた。

　バイラス粒子の個々の型と病徴の特異的な型との問

には特別な関連は現在見い出されていない。しかし，

29mμ上の粒子は最も強い被害を与えるようである。

　3．伝染の様式

　この病害の伝染の規模あるいはその速度から，キノ

コバエなどがバイラスの伝搬者（vector）としで働ら

いているのではないかと考えられた。しかし，昆虫が

伝搬者であるという強力な証拠はまだ発見されていな

い。ところが，感染した胞子がバイラスの伝搬者とし

て重要であることがSchisler，L．C．et al．（1963）

により明らかにされた。

　健全な子実体に比較して多量ではないが，罹病子実



体も成熟して胞子を形成する。また病害に烈しく犯さ

れ死んでいるかのように見える子実体でさえも，少量

ではあるが胞子を形成する。この胞子が発芽して生じ

た菌糸は罹病菌糸と同様弱々しい生育をしめす。罹病

子実体から得た胞子の培養菌そうを菌床に接種すると

病害が発生する。また，その胞子を菌床に直接接種し

ても典型的な病徴が現われる。これらのことから，バ

イラスが胞子によって伝搬されることが知られる。こ

のような胞子によるバイラスの伝搬は、同一菌舎内あ

るいは異なる菌舎間のこの病害の急速な伝染をうまく

説明している。

　また，ある品種の罹病菌糸と他の品種の健全な種菌

を混合して菌床に接種しても病害は発生しない。しか

し，罹病胞子と種菌を混合して接種した場合には病害

が発生する。異なる品種の間でのこの病害が伝染され

うる方法としては，感染した胞子によるものが今のと

ころ見つかっている唯一の方法である。これらのこと

は次のことで説明できる。すなわち，異なる品種間で

は，菌糸と菌糸とは融合せず，胞子の発芽管と菌糸と

の融合のみにより伝染する。それに対して同一品種で

はその両方ともが起るので伝染が容易である。

　4．防　除

　空気中には多量の胞子が放出される。1個の子実体

でさえも栽培園の周囲のかなりの距離まで汚染する。

また堆肥中の菌糸を発病させるにはごく少量の胞子が

あれば十分で，約0．5m2の菌床あたり10個の感染した

胞子があれば病害が伝染される。外から菌舎に送り込

まれる空気中のマッシュルームの胞子の数は毎分370

万個という大きい値をしめすといわれる。以上のこと

から，胞子により伝染するこの病害を防除するのほい

かに困難であるかが知られる。

　この病害を防除するためのいくつかの試みがなされ

た。病害の発生した菌舎をよく清掃し，殺菌し、さら

に通気をよくすること，あるいは菌舎に特別な防虫用

の仕切りを設けること。さらに，この病害の胞子によ

る伝染が，同一品種内に比較して，異なる品種間では

容易には起らないことから，栽培している品種を換え

ることにより，一時的にこの病害を防ぐという方法で

ある。
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